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＜連絡事項＞

　3/10（木）・3/11（金）17:30～病院2階会議室で「学生指導」のテーマで看護課の課内

研修があります。看護スタッフ全員対象ですので参加してください。
＜患者様連絡事項＞

佐々木　康子様～皮膚科で処方になっていたセフジトレン（抗菌剤）は飲みきり止めとなっています。
巴　勇樹様～3/17（木）13:30～地域復帰支援検討会の開催について家族連絡ついています。
山下　拓也様～下痢気味の為、昨日はセンナリド（下剤）除剤しています。排便状況確認し下剤調整していきましょう。

佐藤　恵圀様～本日、朝食後薬服用時ケルガー錠（抗真菌剤）を必要ないと拒否しています
中山　真由美様～腰痛の為アスモロール（非ステロイド抗炎症薬）100ｇ処方となっています。
出河　攻様～3/31　13時～15時まで外出許可となっています。

菅井　浩子様～3/19　11時～3/20　15時まで外泊許可となっています。

佐々木　司様～3/13　9時～3/16　14時まで外泊許可となっています。

　　　　　　　本日夕から主食が軽食へ変更となります。
＜注目患者様ケース検討＞

中村　るみ子様～イライラの訴えなく日課へ取り組むこと出来ています。

　　　　　　　　13日に母様の面会予定であり外出か外泊を決めると話しています。

　　　　　　　　その際、主治医より3月中退院の許可が出ている事伝えていきましょう。

　　　　　　　　落ち着いて過ごせている事を評価し、次回の外出・泊でもイライラなく

過ごせるよう関わりましょう。
　　　　　　　　
坂　貢様～朝食時、妄想に左右され食事が進まずにいます。スタッフの声掛けに的外れな

返答です。昼食は本人希望し早めにレストラン移動しますが、1/3程度の摂取

です。多少は落ち着いて食べれるとの事ですので、引き続き早めにレストラン

移動し、摂取していただきましょう。
佐藤　恵圀様～本日は怒りっぽさや干渉なく比較的落ち着いて過ごしています。入浴の順番待ちなど、少しでも気に障る事があると声高となる為その際は、その都度介入していきましょう。引き続き他者とのトラブルに注意していきましょう。
＜作業報告・検討＞

坂　貢様～本日は時間1いっぱい参加できています。外の景色を眺めたり、車の話をしたりと現実的な内容です。床に向かい独語があるものの、妄想に左右された発言はないです。今後も作業場面でも現実に目を向けられるような関わりをします。
石切　久様～45分作業室で過ごす事出来ています。漢字の書き取りは10問から20問行えています。今後も時間いっぱい参加できるよう目標設定していきます。

大橋　照子様～昨日以外は顔見せ、拒否が続いています。手のしびれあり、机の上に手を置くだけでも辛いと話しています。無理のないよう参加してもらい、作業内容を検討していきます。
佐々木　康子様～先週は「作業室にカメラがある。」と妄想に左右れた発言ありますが、今週はスタッフ対応穏やかで、目を見て挨拶されている。安定して作業に取り組んでいます。

横山　耕生様～表情ぼんやりしていますが、今週は毎日参加出来ています。他病棟の患者様と一緒に勉強しています。本人へ参加できている事をフィードバックしています。継続して参加できよう少しでもモチベーションを上げていきます。
江刺家　陽輝様～今週は「約束したから。」と話し勉強に取り組んでいます。話し掛けが多いため集中して行うように、トイレ休憩以外は私語は慎むよう声掛けしていきましょう。新しい目標ができ、20歳になったら青山荘→一人暮らしをしてアルバイトをしながら定時制高校に通う。と話しています。以前入院していた患者様と最近連絡が取れ、励みになっているようです。

　　　　　　　　最近では自分からやるべきことは何か聞く事、考える事が出来ています。

　　　　　　　　勉強を習慣づけていく事が大切と伝えています。
＜自己服薬管理者評価・検討＞

現在　出河　攻様・中森　みや子様・山田　隆雄様が行っていますが、服用忘れなどの問題ありません。
＜病棟事業　年度末報告（記録管理）＞

現在の業務として

　毎月、カルテを外しチェックを受け持ちへ依頼している。

　外したカルテをダブルチェックし倉庫へ保管。

　監査などの際は再チェックしている。

以上は滞りなく、期限内に実施出来ている。

今後について

　カルテの綴じる順番がわかるように見本を作成する事を検討している。

　退院した患者様のカルテを迅速に作成する手順を明確にする。
＊詳細は、改めて所定の用紙で報告します。

＜勉強会　検査データの見方・症状・病気＞
　＊別紙参照してください。
